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論 説

イギリス会社法における監査役制度に関する考察

イギリス会社法における監査役制度に関する考察

―従属会社における少数株主保護の視点からの考察―

坂 本 達 也

I はじめに

結合企業法制度における従属会社の少数株主保護の検討は、会社法が

取り組むべき課題である。支配従属関係が形成された後の従属会社の運

営局面における従属会社の少数株主保護に関しては、支配会社が従属会

社に対して不当な影響力を行使し、従属会社に損害が生じた場合に従属

会社の少数株主が支配会社に対して損害賠償の責任を追及することは、

重要な保護手段として必要である。このような従属会社に損害が生じた

後の事後的な救済手段については、支配会社による従属会社への不当な

影響力行使がなされたことを見つけ出す手段が従属会社ないし従属会社

の少数株主にとって必要である。また、従属会社ないし従属会社の少数

株主がそのような手段を有し、支配会社による従属会社への不当な影響

力行使がなされたのか否かが従属会社において監査されるおよ沸飽属会

社の少数株主に開示されることは、支配会社による従属会社へのそのよ

うな影響力行使を抑止することも期待できる。したがって、支配会社に

よる従属会社への不当な影響力行使がなされたのか否かを見出すための

手段を設ける規制が必要である。このような規制には、従属会社におけ
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